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12 月 29 日・30 日・１月２日の３日間、10 時～
17時までの日程で、東京・新宿区立大久保公園で、
「年越し支援コロナ被害相談村」が開村された。

コロナの影響で、仕事や住まいを失った人の相談

に乗り、東京都が用意した緊急一時宿泊施設への

誘導と弁当、食料、交通費等を支援した。呼びか

けは、日本労働弁護団の呼びかけに、労働 3 団体
（連合、全労連、全労協など）が呼応して取り組

んだ。

相談者、救済者は、日本人労働者だけでなく、

外国人労働者にも、ベトナム語、スペイン語、ポ

ルトガル語、インドネシア語などで呼びかけた。

「年越し支援コロナ被害相談村」が開村
労働弁護団の呼びかけに労働3団体が呼応
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【12月29日・30日・１月２日の開催】
12月29日10:00
午前 10 時、スタッフによる会場設営が済み、日本労働弁護団の棗一郎さんの挨拶で

開村した。始まってから間もなくして、相談者も訪れだした。食料だけの人、医療、生

活相談を受ける人などさまざま。報道関係者も多く詰めかけた。「コロナ相談村」は 12
月 30日、1月 2日まで続いた。
始まってから間もなくして、訪問者も訪れだした。食料だけの人、医療、生活相談を

受ける人・・・。報道関係者も多くが詰めかけた。

相談者は 12 月 29 日(55 人)、30 日(60 人)、2 日間の訪問者は 163 人(女性 28 人外国
人 10人)(30代 24人、40代 29人、50代 37人)。
◆外国人の相談内容

・東京福祉大学に留学も帰国できない。生活費も無くなった。

・技能実習生で解雇された。

・1ヵ月の特別ビザも仕事ができずお金が無くなった。
◆専門スタッフが応対した。生活困窮者は

新年を迎えても変わらず門を叩く。2 日の今
日も 10 時の開村前から訪 問者が訪れ、間

もあかないほど。相談は 17 時までやってい
る。

12月30日10:00
2 日目も、お互いさま、ユニオン平和など

で、29 日 8 人。30 日 7 人、1 月 2 日には 9
人がボランティア活動で参加した。担当任

務は。設営と案内、出入り口の「門番」だった。寒風と気温

の低さで鼻水も出たが、弱者救済の思いから使命感も高まり。

受け持ちをこなすことが出来た。

1月3日10:00
コロナ相談村の開村も 3 日目になった。年を越

した 1 月 2 日も 10 時に開門した。大晦日の 31 日
には、国内で 4515人、東京で 1337人が出るなど、
全国で感染者拡大の勢いが止まらない。

12 月 29 日・30 日・1 月 2 日の 3 日間、新宿の
大久保公園で開催されていた「年越し支援・コロ

ナ被害相談村」が多くの成果と教訓を残して、閉

❗村した � コロナ禍で解雇・雇い止めが増大する状
況の中で年を越せないばかりか、所持金ゼロで寝

るところなし、明日をも知れない人が巷にあふれ

ようとしている。今回は、反貧困緊急ネ。ットワ

ークなども協力しての開催だった。
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相談人数337名 ボランティアスタッフ350名
本部発表の実数は、相談人数 337名(男性 274・女性 57・不明 6)ボランティアスタッフ延 350名、カンパ 200万

円越す(事前・会場含めて)。コロナ禍での失業や収入減で明日をも知れぬ生活相談が増えている。リーマンショッ

ク時は製造業からの者や男性からの相談だったが、今回は職業や年代もバラバラで広範囲。特に女性が 2割超えた
のが特徴的。住むところがない、所持金ゼロの人に現金と食物を渡し、チャレンジネットに紹介し、寝る所の確保

をした。また、生活保護の手続きも、反貧困緊急ネットワークの協力と行政窓口の対応で行った。労働組合がしっ

かり取り組む問題だ。今回、社会労働運動のネットワークが広がりつつある事を感じた。これで終わりとはならな

い。継続して行きたい。また、職を与えて、生活を立て直すことが重要で国や自治体の責任を求めて行く。今、ま

さに「公助」が求められている。(労働弁護団は語る)。


